
2026 年 4 月 05 日 
午前 10 時 30 分 

 

復活日・ｲｰｽﾀｰ合同礼拝／復活節第 1 主日／聖餐式       No. 14 
 

主日礼拝    
 

前奏  

 
 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 
 

招詞  

「これは主の御業 

わたしたちの目には驚くべきこと。 

今日こそ主の御業の日。 

今日を喜び祝い、喜び躍ろう。 

」              (詩編 118:23,24) 
 

賛美 490･こ)137 ｢かみさまに感謝｣ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

イースターのリタニー   
 

司式者：ハレルヤ! 

主はよみがえられました。 

みんな：ハレルヤ! 

        ほんとうに主はよみがえられました。 

司式者：神さまは、わたしたちを悲しみの中に放っておかれま

せん。 

みんな：もう泣かなくてもいいよ、と言ってくださいます。 

司式者：神さまは、わたしたちを絶望の中に捨てておかれませ

ん。 

みんな：希望を持ちなさい、と言ってくださいます。 

司式者：神さまは、イエスさまをお墓の中に閉じ込めて、それ

でおしまいにされません。 

みんな：新しいいのちに、よみがえらせ、 

    おしまいでないことを示されます。 

司式者：ハレルヤ！ 

    イエスさまは生きておられます。 

みんな：ハレルヤ！ 

    神さまは今も働いておられます。 

 
 

祈祷 
 
 

献金  
 

 

 

 

主の祈り こ）19 (62) リーダー：ピアース麻里、こどもたち 

 
 

聖書 マルコによる福音書 16:1～8 
        新約（新共同訳）p97 

聖書朗読 こどもたち 

• 1 安息日が終わると、マグダラのマリア、ヤコブの母

マリア、サロメは、イエスに油を塗りに行くために香

料を買った。2 そして、週の初めの日の朝ごく早く、

日が出るとすぐ墓に行った。3 彼女たちは、「だれが

墓の入り口からあの石を転がしてくれるでしょうか」

と話し合っていた。4 ところが、目を上げて見ると、

石は既にわきへ転がしてあった。石は非常に大きかっ

たのである。5 墓の中に入ると、白い長い衣を着た若

者が右手に座っているのが見えたので、婦人たちはひ

どく驚いた。6 若者は言った。「驚くことはない。あ

なたがたは十字架につけられたナザレのイエスを捜

しているが、あの方は復活なさって、ここにはおられ

ない。御覧なさい。お納めした場所である。7 さあ、

行って、弟子たちとペトロに告げなさい。『あの方は、

あなたがたより先にガリラヤへ行かれる。かねて言わ

れたとおり、そこでお目にかかれる』と。」8 婦人た

ちは墓を出て逃げ去った。震え上がり、正気を失って

いた。そして、だれにも何も言わなかった。恐ろしか

ったからである。 

 

聖歌隊 「アレルヤ カノン」 

指揮：玉理 照子 
 

説教 「先に行って待ってるよ」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



賛美 こ)87「くさのめきのめが」 

 
 

 

こどもたちの祝福・退堂 
 

聖餐式 81「主の食卓を囲み」（前：81-1,2・後：81-3） 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賛美 575･こ)135「球根の中には」                

 

 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

        ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

            わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

 
 

アーメン 

 
 

後奏  

 
 

司 式：福原 之織 

説 教：向井 希夫牧師 

奏 楽：大代 惠 

助 餐：泉 克行、袁 紅 


